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ＬＡＰＩＳ（㈱ＳＯＮＲＩＳＡ）  

学年主任 伊藤克彦 

例年，東京で行われる全国研修大会が、青森県八

戸市八戸グランドホテルで行われ、「『個を極め

る』～複数の視点から見る『個』への対忚～」を

テーマに、７６名の塾関係者の参加で行われた。 

１ 開会セレモニー   

      来賓祝辞 衆議院議員 田名部匡代氏 

全国の先生方と、東京ではなく八戸で会えるの

はすごいことであり、この参加者のパワーを全国

の子どもたちのために活かすことができれば、日

本の未来は明るい。『塾教育を考える議員連盟』

の主管として、ともに歩んでいきたい。 

２ アイス・ブレーキング 

参加者が、多数のチームに分かれ、自己紹介と

ともに、自社の『個への取り組み』に関して発表

し、親睦をはかった。その中で、「全体の語りか

けから、個への対忚が生まれる」との発言もあ

り、有意義な時間を過ごすことができた。 
 

３ 講演【１】  

私塾ネット研修部長 千葉県LAPIS 田中宏道氏 

「一斉授業に見る個の極み」と題し、算数（分

数の足し算・引き算）の模擬授業をご披露いただ

いた。まずは，生徒を授業に引き込むパフォーマ

ンス、その上で、生徒自身が「自分でやってみよ

う」と興味を持たせる様は特筆すべき点であろ

う。「生徒が自分から動くように」授業で講師が

発信することの重要性を改めて感じさせるもので

あった。 

４ 講演【２】  

私塾ネットエリア東北代表 青森県志学塾 畑山篤氏 

 前日のオプション研修に引き続き、「ＯＫ！学習

法」を中心に『個への対忚』についてお話をいただ

いた。「ＯＫ！学習法」は、諸先輩から学び、消化

することにより発展してきたものであり、現在で

は、宮城県仙台市の私立学校からも出前授業の要請

があるなど広がりを見せている。 

 この学習法は、授業を「教える」場から「自ら学

ぶ」場へと変革させることによって、学ぶ子どもた

ちの姿勢を自ら考え、ホンモノの学力を身につける

ことができるものである。その中でも「集中できる

時間」・「やる気のでる空間」・「指導者の言

葉」・「子供の役割」が重要であるとしている。 

全国塾長・職員研修大会    八戸 
複数の視点から見る「個」への対応 

 平成２２年４月２５日、青森県八戸市にて私塾ネット全国塾長・

職員研修大会が開催された。当日は天候にも恵まれ、春の訪れ

の遅い北国とはいえ、みちのくの春の到来を実感させる一日と

なった。 

 研修大会前日の２４日には、オプション研修「OK!学習法見学研

修」が、OK！学習法の開発者である畑山篤塾長の志学塾で開

催された。「３０対１ 一斉個別指導法」という興味深いテーマと

あって、研修大会前夜にしては異例の４０名を超える参加者がつ

めかけた。 

 翌２５日、八戸グランドホテル双鶴の間に７０名を超える参加者

を迎え全国塾長・職員研修大会が開催された。出席者の中に

は、遠く広島から駆けつけた山口名誉会長以下７名の中四国私

塾ネットメンバーも顔を揃え、全国組織ならではの層の厚さを示

した。 

 尚、当研修大会は社団法人全国学習塾協会およびRAB青森

放送・デーリー東北新聞各社の後援をいただいた。 

 以下はLAPIS鎌ヶ谷（私塾ネット研修部長田中宏道代表）の伊

藤克彦氏のレポートである。 

全国模擬授業大会優秀賞受賞の実力を発揮し、小学算数の模擬

授業を披露する田中宏道氏 
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 このことは、「教える技術」の向上に目を向けて

きた塾長・職員への、今までの常識を打ち破るもの

である。ただ、今までも、「目標を持たせることの

大切さ」・「わかりやすい授業の提供」・「自ら考

えられるように導く」ことの重要性は認識してき

た。しかし、この学習法の明確な違いは、その時・

その場の生徒の顔、自ら考えさせることにフォーカ

スをあて、「教えることを徹底的に排した」ことに

あるであろう。そのことにより、生徒は自ら考えざ

るを得ないので、聞けば答えが導ける状態が無い。

よって、自分からやるようになる。そして、生徒自

らが「気づき」を得て学習する意欲を持つのだとい

う。ただ、「教えない」や「演習型授業」という表

面上のことではなく、「保護者・生徒のニーズを的

確かつタイムリーにつかむこと」こそ、この学習法

の本質ではないだろうか。 

 

４ 講演【３】  

古牧温泉青森屋 取締役総支配人 佐藤大介氏 

業界こそ異なるものの、『個』への対忚という

点では、旅館も学習塾も異なる点が無いことを発

見できたことがこの講演での感想である。 

さて、青森屋における『個』とは、「お実様への

『個別』対忚」と「旅館の『個性』創出」である。

青森屋の前身「古牧グランドホテル」は東北新幹線

が八戸へ開通した翌年に倒産した。その後、かの有

名な「星野リゾート」から出向した若手の佐藤大介

氏がＶ字回復すべく３年前に改革に着手し、「のれ

それ青森」のコンセプトをもとに注目される温泉ホ

テルとなりつつある。前身の倒産したホテルは顧実

満足度の低下が利用実の減尐を生み、そこへ実単価

が下がりサービスが低下するという「安かろう悪か

ろう」の状態であった。このことは、学習塾では、

成績を上げられない・志望校に合格させることがで

きないなど保護者・生徒の信頼低下が生徒数の減尐

を生むのと同じである。 

この問題点に対し、旅館のコンセプト作りを、経

営者のトップダウンではなく、前線に立つ従業員が

取り組んだことが「实際に携わるスタッフの共感」

を生む一つのファクターであったことである。ま

た、「顧実志向で変革し続け」、全てを身近なもの

（青森屋では「友人」へ）置き換えて考えたことに

より、「スタッフが自立して、顧実（友人）のため

に何ができるか」を考えることができたという。こ

れを活かすため、組織をフラットな組織とし、目

的・目標を明確化させ、極力権限の委譲を図った。

また、ミスを責めず、チャレンジを奨励する風土を

構築しつつあったことも大きい。学習塾で振り返る

ならどうだろうか。「顧実志向の変革」がキーワー

ドではなかろうか。毎年、数多くの学習塾が倒産す

る。過去の栄光にしがみつくより、良いところを活

かし、変革すべきところを変革することの重要性

を、今一度念頭に置くべきではないだろうか。 

最後に、佐藤氏が心がけてきたことをご披露いた

だいた。「共感なくして論理通じず」・「褒める・

褒める・褒める」・「常に前向きに、絶対成功す

る」この三点が、特に響いたと思う。生徒数（子ど

もの数）の低下、リーマンショック以降の日本経済

の低迷など、学習塾業界へは向かい風となるものが

多い。ただし、「本質をつらぬくもの」は生き抜く

ともいわれる。佐藤氏の講演では、このことを改め

て認識できるものであった。 

３ 

一斉個別方式 OK!学習法の真髄を語る畑山篤氏。 

35歳の若さで名門ホテルの立て直しに取り組む佐藤大介氏。その

戦略と戦術を披露する。一見市川海老蔵とみまごう容貌と風格。 

座席に用意された資料一式。カラー刷りの立派なプログラム

にくわえ豊富な資料。周到な準備の様子が伺える。 
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エリア関東 代表 仲野十和田 

（東京・ナカジュク） 

 平成２１年度の入試は、如何でし

たでしょうか？ 

 埼玉県立普通科高校では、前期試

験（５教科）で全体の７５％、後期試験（３教

科）で２５％を募集する入試に変わりました。中

３生多い学年であることと、不景気、子ども手当

てなども追い風も重なり、厳しい受験になりまし

た。当然、公立志望の生徒は前期に不合格になる

と、２～３ランク位い落とした学校を選択するこ

とになります。そうなると、単純に考えて、各学

校には第一志望ではない成績上位者が２５％存在

することになります。学校運営が気になるところ

です。ちなみに２３年度入試からはこの制度は廃

止され、１回の試験で判定する試験になると早々

発表されました。あまりにも愚作と県が判断した

のでしょうか…？ 

一方、東京都の私立高校では、Ｂ推薦（併願確

約）が廃止されました。通常１月２０日頃に一般

推薦試験と一緒に行う試験で、文字通り公立の滑

り止め確約です。各私立高校は、本当にやらない

かどうかを、ぎりぎりまで悩んでいたようです

が、私の知る限りでは、フライングはなかったよ

うです。つまり、私立を併願する生徒は、２月１

０日から始まる一般試験と同時に受験をするわけ

です。さらに無試験で…ということはありません

ので、昨年までは１２月の中旪に行われる入試相

談でお墨付きをもらうと、全く勉強をしなくなっ

た生徒がいたのですが、２ヶ月間しっかり勉強す

る時間が延びたことは、塾にとっても学校にとっ

ても良かったのではないかと思っています。 

話は変わりますが、先日全国研修で八戸に行き

ました。途中、仙台辺りは桜が満開。この寒さで

青森の桜は見られませんでしたが、研修の翌日は

渡部先生（青森）のマネージメントで、佐藤先生

（広島）、寺嶋先生（香川）と一緒に市内観光を

楽しませていただきました。途中、トイレの話に

なったのですが、寺嶋先生は水不足のため、渡部

先生は凍結のためトイレが使えなくなり休講にな

ることがあると…。同じ日本でも色々な環境があ

るものだと思いました。ちなみに、八甲田山の道

路は、まだ両側約２メートルほどの雪に覆われて

いました。余談ですが、私は、千鳥が淵の夜桜が

好きです。 

＊私塾ネットのブログにアップさせていただきま

す。（http://sijukunet.blog.so-net.ne.jp/） 

エリア東北 代表 畑山 篤 

（青森・志学塾） 
 ４月２４・２５日は、全国各地から

本当に多くの塾長・職員の方々に八戸

までわざわざお運び頂きまして、誠に

ありがとうございました。何のお持てなしも出来

ず大変恐縮しております。塾を始めて２２年の若

輩者が諸先輩方を前に拙いノウハウをご説明させ

て頂く機会を賜りましたことを紙面をお借り致し

まして、心より御礼申し上げます。 

 「ＯＫ！学習法」は、明治５年の学制発布以

来、我が国で広く行われてきた黒板を使って授業

をするスクール形式の一斉授業でもなく、多くの

個別指導塾で行われている間仕切りで仕切った

ブースの中に先生と生徒を座らせるブース形式の

個別授業でもありません。１教审２４人～３０人

が座る教审で、先生１人～２人が一斉に個別授業

を行う全く新しいスタイルの授業です。 

 「ＯＫ！学習法」は黒板授業を基本的には行い

ません。だから教えない指導法と思われがちで

す。賑わいのあるゆかいな雰囲気の教审で学習に

励む子どもたちは、先生に答えを質問しません。

質問があってもそれは考え方や取り組み方に関し

てです。先生も答えを教えることはなく､解法の糸

口の気づき方を中心に教え、むしろ一人ひとりに

やるべきページと進度の指示を的確に出すことに

専念しています。 

 「ＯＫ！学習法」はペケの奨励を柱に、小さい

成功体験と小さな失敗体験をものすごいスピード

で回転させる、学校教育とは真逆のスモールス

テップで子どもたちのやる気とやり抜く力を育む

ことを考えています。生徒は「ここまでは出来ま

す」「ここからはわかりません」「私はこれだけ

わかりません！」とペケをつけて先生に見せに来

ます。教材を塾ノートに解き自己採点しマルとペ

ケをつける繰り返し学習の先には、『ＯＫ』と

『書込み』があり『書込み』に近づいたときの

『ＯＫ』取りは、驚くほど丁寧かつ慎重な取り組

みに変わります。「今日こそ必ず『ＯＫ』」の逃

げられない状況です。「また明日」は許されない

一期一会の状況で、生徒は答案に向き合うことに

なります。また、『書込み』でのミスは生徒本人

の恥であり､先生の今までの学習指導の甘さの露呈

でもあります。だから、日々の１ページ１ページ

の取り組みが誇りをもった学習になって行くので

す。 

 「ＯＫ！学習法」は「ゆかいな教审」作りを目

指し、銭湯、床屋、病院を研究しました。また、

パチンコ屋の研究で、長く集中できる時間・空間

は常に音が出ていることに気づき無音ではなく賑

わいが大切だと分かりました。老人ホームを研究

している際には、教育での親子関係と介護での親

子関係が、お金を払う立場とサービスを享受する 

http://sijukunet.blog.so-net.ne.jp/
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立場に関して、参考になり、提供するサービスで实

現できる親子の幸せに気づかされました。 

 「ＯＫ！学習法」は成績上位者はもちろん中位・

下位の生徒であっても数日で驚くほど学習量を増や

すことが可能です。しかし、全員が学年１位になり

難関大学に合格するわけではありません。それは生

徒一人ひとりに「目標と〆切」があり、必ず尊敬で

きる指導者の関わりが必要になるからです。「Ｏ

Ｋ！学習法」は『集中できる時間』『やる気のでる

空間』『指導者の言葉』『子どもの役割』の４つの

要素で勉学者一人ひとりのやる気に火をつけ、地域

の教育に貢献することを目指しています。 

 このような拙い学習法ですが、教审の見学研修を

ご希望の方は志学塾までお問い合せ頂ければ幸いで

す。 

 

エリア中国 代表 佐藤将紀 

（広島・若竹塾） 
 この度私塾ネット中国の代表を

務めることになりました。若竹塾

の佐藤将紀です。エリア便りの誌

面をお借りして、一言ご挨拶申し

上げます。有能な北川先生の後を

継いでの職責は、私にとって大変

荷が重いのですが、これまで大勢の皆様方からいた

だいたご恩に尐しでも報いるため、代表をお引き受

けした次第です。思えば、今から二十数年前の社団

設立の折、山口先生から初めてお電話をいただき、

「たまには広島に出て来なさい。（福山と広島は

100㎞離れています）仲間がたくさんいますよ。」

と、本当に慈愛に満ちた言葉をかけていただきまし

た。先生のこのお言葉は今でも忘れることが出来ま

せん。以来今日まで、皆様方とのご縁をいただいて

おります。 

 私事で恐縮ですが、今から33年前ひょんなことか

らこの業界に入り、文字通り「時間の過ぎるのも忘

れるくらい」楽しい仕事に魅せられ今日まで突っ

走ってまいりました。生来軽い人間ですので、東京

で研修会があると聞けば顔を出し、軽井沢で楽しい

集いがあるとのお知らせに喜々として参加し、メン

バーの先生方から本当に沢山のお宝を頂戴してまい

りました。ともすれば「井の中の蛙」あるいは「お

山の大将」になったであろう私を、多くのお仲間に

助けていただいたと思っています。幸い2年前に塾

長職を後進に譲り、現在は身軽な環境におりますの

で、与えられた新たな職務を全うすべく、頑張って

いきたいと思います。また、皆様方にはご指導・ご

協力をお願いいたします。 

 最後に、私の最近の心情をご披露してペンを置き

ます。「塾のような楽しい仕事をして、（楽しいと

思わなければ辞めるべし）その上お金を儲けような

んて虫がよすぎる。食べていければ御の字だ。」 

エリア四国 元気塾紹介 

稲田塾（小野塾綾歌教室） 
稲田 祐一先生の略歴紹介                                   

 １９７５年１２月生まれ現在３４

才。関西大学総合情報学部卒業後、

小野塾へ入社。約３年間本校で理

科・数学の講師を務める。その後、

教室長として綾歌教室を立ち上げ

る。それから１０年、若さあふれる

熱血指導で入塾予約待ちがでるまで

になる。地元の公立中学校である綾歌中学にター

ゲットを絞り、各学年トップ１０の過半数を占めて

いる。また上位層だけでなく、中位層にも手厚い。

「やればできる」ことを本気で伝えるべく、補習に

も惜しみない労力を注いでいる。さらに「公立高校

入試予想問題 理科」担当として、鋭い分析力が毎

年多くの受験生や職員から絶大なる評価を得てい

る。 

 趣味は、子育てだとか（笑）。２児のパパとして

家族サービスも大切にしている。ゴールデンウイー

クの家族旅行も彼が全面的に企画したらしい。別の

楽しみはと尋ねると、卒業生と年に数回、競馬予想

をして談笑することらしい・・・。 

 数年後の４０歳を、ターニングポイントと考えて

いるらしく、また何か生徒のためになることをやら

かしてくれるのではないでしょうか。人格的にも円

熟味が増してくる稲田先生が今後も楽しみです。四

国にもバリバリ張りきっている先生がいらっしゃい

ますので全国の皆様にご紹介させていただきます。 
（紹介者：広報担当 小野塾塾長 小野 昭） 

 

夢（目標）を持つことの大切さを 

いかに生徒に教えるか！ 
 勉強を教え、成績の向上、そして志望校合格が最

大の目的の一つだが、それと同時に、「何事も目標

を持って努力すれば成功を収めることができる！」

ということを、勉強を通して生徒たちに教えていっ

ている。 

 その１つの例として、稲田塾では毎回テストの２

週間前ぐらいに目標点・目標順位を決め、それをい

つでも確認することができるように紙に記入し、そ

の目標を達成することができるように勉強するとい

うシステムを構築している。また、稲田塾では自習

空間も設置し、２４時まで開放し、勉強量ではどこ

の塾にも負けない体制をとっている。これを繰り返

すことにより、定期テスト、そして高校入試も非常

にいい結果が出ている。高校入試で無事志望校に合

格した生徒がこう言ってきた。「先生、為せば成る

という本当の意味が分かった。目標を持って努力す

れば夢は叶うんやな！」と。 

 尐し話が変わるが、私自身２つ目の大きな夢に向

かって邁進している。 
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夜・・・。ただ開くのではなく、实績が伴って、毎

年課す目標を成し遂げて開かなければ意味がないと

考えている。 

やると決めて、１つ目の夢を成し遂げたときの達

成感を知ってしまった。やると決めたことが大きい

ほど、成し遂げた時の達成感は大きい。２つ目の夢

を实現させるために、１年１年しっかり目標を持っ

て、しっかり頑張っていく所存である。 

そして何より、私自身が目標を持ち、努力するこ

とによって夢というのは叶うんだ、ということを生

徒に模範として見せ、その生徒たちが夢を持ってそ

れを叶え、報告に来てくれることを楽しみにしてい

る。        （稲田塾 塾長 稲田祐一） 

 私が２０歳の時に、企業セミナーで聞いた言葉、 

 「夢は夢で終わらすな。夢は見て掴むもの！」 

 この言葉をひとときも忘れず、今まで突っ走って

きた。 

 １つ目の夢は、２０歳の時に掲げた「３０歳まで

に、同じ敷地内に塾とマイホームを建てる！」だっ

た。借金はたくさん抱えているが、誰にも迷惑をか

けずに、２００坪近くの土地を購入し、塾とマイ

ホームを３０歳までに取得した。いろいろな人の支

えと、自分の努力で、１つ目の夢を叶えることがで

きた。 

 ２つ目の夢は、「２０周年パーティーを、卒業

生・在校生と一緒に開く！」だ。場所はオ－クラホ

テル「鳳凰の間」、人数は卒業生・在校生で総勢３

３０人、２０１９年の夏休みのお盆の土曜日の

平成２２年度第１回 私塾ネット代表者会議ご報告  私塾ネットセンター事務局長 石川維雪 

4月25日に八戸グランドホテルで行われた、平成22年

度：第１回代表者会議の内容をご報告申し上げます。 

【日時、場所】 

 日時：平成２２年４月２５日（日） 

    午後１時～１時４５分 

 場所：八戸グランドホテル 

【代表者会議の成立の確認】 

代議員総数19名中、参加代議員11名、委任状5名、 

欠席3名 

 参加者：畑山先生（エリア東北）、谷村先生、 

 仲野先生、渡辺先生、長江先生、佐藤先生、石川  

 （以上エリア関東）、寺嶋先生、湯口先生、近藤 

 先生、山田先生（以上エリア四国）、 

 【以上、代議員】 

山口名誉会長、鈴木理事長、関副理事長、監物会計

部長、他オブザーバー出席 

【代表者会議 議事内容】  

＊詳細は後日、会員の皆様へ郵送でお届けします。 

事務局長の石川の進行で、まず鈴木理事長の挨拶 

からスタート。会則に従い鈴木理事長が議長とな 

り議事がスタートした。 

 まず21年度の事業報告が事務局から、会計報告が  

 監物会計部長からなされた。 

 事業報告では、谷村会長から「全日本学習塾連絡 

 会議」の再編などについて、新たな動きの説明が 

 追加された後、両者を一括して挙手により採決。 

 全会一致で承認した。 

 続けて、役員の改選。議長に石川が指名され理事 

 長の選出へ。石川から３月に行われた役員会で鈴  

 木理事長の再選を推挙する議決があったことが報 

 告された後、出席者の意見を伺い採決へ。全会一 

 致で鈴木理事長が再任された。鈴木理事長はすぐ  

 に役員名簿を提示。 

 仲野十和田氏を研修部次長に加えた他には、前年 

 度との変更はなく、名簿は承認された。 

 新執行部が決定したので、再び議長を鈴木理事長  

 に戻し新年度の事業計画と予算の説明がなされた。 

  特に鈴木理事長から以下の３点が説明された。 

 （１）10周年記念行事の实行委員会を正式に立ち 

 上げ、活動を開始したい。昨年度は60万円の黒字 

 が出たので、10周年行事の予算に充当したい。な 

 お、实行委員長には谷村志厚会長、副实行委員長 

 には渡辺浩ネット管理部長、編集委員長には佐藤 

 勇治渉外部長、副編集長には菅谷友豊香エリア交 

 流部長の就任が承認された。 

（２）エリアの交流及び他団体との交流に力を入 

れたい。 

（３）湯口副理事長からの提案であるジュニアの  

会（２代目の会）を正式に発足させ、次時代を担 

うリーダーを育てたい。 

 以上報告の後、挙手により全会一致で新年度の事 

 業計画・予算は承認された。 

 その他の議案として、エリア関東の尾沢先生、エリア中 

 国の北川先生が名誉会員に推挙され、承認された。 

 

 以上、議事終了後、谷村会長の挨拶で閉会となった。 
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１．２年間よろしくお願いいたします。 

八戸での代表者会議で、理事長をもう

１期（２年）やらさせていただくこと

になりました。よろしくお願いいたし

ます。この２年間は各エリア、他団

体、私学等との顔を合わせ、色々会話

をさせていただきました。 
 

２．自分らしく 

１年目はどう行動して良いか迷いの日々でした。尐

し体を壊したこともあり、気持ちだけで乗り切った

１年でした。他団体や私学とのお付き合いが多くな

るのですが、何をやってもしっくりいかない１年で

した。山口先生、谷村先生の後を受けての理事長。

初代と２代目が偉大であったので、自分も同じよう

にやらなければいけないという思いが強くありまし

た。しかし、「自分らしくやればいい」と言う当た

り前のことに気づき、自分らしくやって、その上で

上手くいかなかったことは改善すればいいと考える

ようになりました。多くの方から色々言われよう。

言われても構わない。なぜなら、私塾ネットのた

め、日本の教育のためという思いでいたからです。 
 

３．自分は偉くない 

「自分らしく」と考えると気持ちが楽になり、体調

も尐し戻り、２年目はじっくり構えることが出来る

ようになりました。しかし、色々あり過ぎ・・・で

した。私塾ネット内外の調整に追われる日々が続

き、メールと電話と会議が続いた１年でした。肩書

きは理事長ですが、私には偉くないという気持ちが

あり、研修会や懇親会等の行事でも堂々としたくな

いというのが本音です。しかし、理事長という肩書

きは偉く、肩書きが一人歩きしていきました。そこ

で、又当たり前のことに気づくのです。それは、

「理事長には責任がある」ということです。 
 

４．みんなが嬉しい 

２００８年に理事長の指名を受け、「何で自分な

の？」これが正直な気持ちでした。しかし、２０１

０年に理事長をもう１期となった今は違います。

「やってやる」と今は思っています。私の信念は

「弱者に優しくする」、「みんなにとって良いこと

をする」です。ちいさなこと、一人ひとりを大切に

するのが組織であると考えています。私塾ネット、

会員塾とその塾長、職員や家族、賛助会員の私学や

企業、塾生、保護者様にとっても良い組織を目指し

たいです。 
 

５．日本を良くする 

誰もが幸せを望んでいます。塾の先生、教育者な

ら、子供達の笑顔が嫌いな人はいません。願いは１

つなのに、教育界はギクシャクしています。学校も

塾も、大手も中小も、近所だろうがライバル塾だろ

うが関係なく１つの目標に向けてベクトルを同じ向

きにできれば、みんなが幸せになるのではないで

しょうか。 
 

◆最近の学習塾業界の動向 

①「学習塾団体会議」の発足 

（社）学習塾協会、全国学習塾協同組合、ＮＰＯ塾

全協、協同組合連合会、東京私塾協同組合を世話人

として３月１２日に発足しました。私塾ネットへも

お誘いを受け当日出向いて参りました。設立趣旨は

以下の通りです。「学習塾団体が１つの場に集ま

り、業界の健全な発展及び学習塾に通う子どもたち

の未来のために、広く会議を開催していく必要性を

感じることから、私たちは公正で透明な合同会議を

開催することに同意しました」当面は、学習塾団体

間の行事の摺り合わせと協力体制の構築かと思いま

す。 

②「塾議連」の発足 

民主党、大島九州男先生が中心となり、民主党内の

議員で４月２７日に発足しました。我々学習塾サイ

ドが直接、議員に考えを伝え話し合いをしていきま

す。２月２６日には学習塾の現状を伝える会、４月

２３日には塾議連の準備会が開催されていました。

今後は２ヶ月に１回ペースの開催となります。ご意

見のある方、参加希望の方はご一報下さい。 

 理 事 長 活 動 日 誌             理事長 鈴木正之 

4/25八戸での研修

大会で開会の挨拶 

5/10エリア四国の

研修会から帰京時

高松空港にて。北

に南に理事長職

は激務。 
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２５日の研修会後の懇親会に参加された皆さん。皆さん和やかで楽しそうなご様子。さぞやおいしい

料理とお酒を召し上がられたことでしょう。 

←来賓ご挨拶をいただいた地元選出の衆議院議員の田名部匡代さん。 

八戸大会を運営した皆さん。左から大会長関、東北代表畑山、実行委員長安藤の三氏と彼

らを支えた志学塾スタッフの皆さん。 

←友好団体代表として挨拶に立つＮＰO塾全協沼田東日本ブロック理事長。 
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２４日のオプション研修「ＯＫ!学習法」、真剣に説明に聞き入る出席者。 山口名誉会長もOK!学習法にご興味を。左は寺嶋エリア四国代表。 

25日午前、畑山さんをガイドに市内観光。「八戸キャニオン」を見物。キャニオンというよ

り巨大な「穴」を覗く。見晴台から住友鉱業の八戸石灰鉱山の露天堀の現場が見下ろせ

る。その深さ地下160ｍとか、なにしろ日本一の「穴」らしい。背景の巨大なタイヤは石灰

岩搬出のための９０トンダンプトラックのタイヤである。 

 

八戸の夜の「穴」はみろく横丁。左：仲野関東代表以下渡辺、柳田、豊川の若き獅子達。 

右：ようやくエンジンがフル回転、谷村会長すっ飛ばします。 

八戸キャニオン 

八戸地域は２億年前、深い

海底であった。貝殻、珊瑚

や海水に溶けていた炭酸カ

ルシュームが沈殿し固まっ

た場所も多い。この岩場が

石灰岩床である。露天掘り

と山崩し方式で大小の採石

鉱山がある。赤い夕日に照

らされた高い絶壁はさなが

らサイエンス誌で見る火星

の想像図そのものである。

左右の横幅１４００ｍ、縦

幅は９００ｍ、最深部海

抜－１６０ｍ。 
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 新緑に包まれ、海まで見渡せる会場にて、私塾ネッ

ト四国エリア春の研修会が、参加者38名で開催されま

した。八戸の研修から間もないのに、センターから鈴

木理事長はじめ石川事務局長、仲野エリア関東代表と

遠路お忙しい中おいで頂いた皆さん、ほんとうにあり

がとうございました。 

 

第1部 研修会   司会：湯口兼司先生（湯口塾） 

 四国エリア代表の寺嶋

先生より開会の挨拶、八

戸での全国総会の報告に

続き、鈴木理事長からも

八戸での報告がありまし

た。そして、石川事務局

長、仲野エリア関東代

表、佐藤エリア中国代表

からのお言葉と続き、柳

田先生（千葉／日米文化

学院）、渡辺先生（東京／人間教育渡辺塾）の両先生

よりジュニアの会発足と方向性についての話がありま

した。「親が偉大なため苦労している人々の会で

す。」との言葉の中に、親を超えようとする若者の意

気込み・苦悩・葛藤が垣間見えました。 

〔講演〕「塾の半世紀を語る」…講師：山口恭弘先生 

 山口先生がマイクを持って、「参考になれば…」と

話を始められると言霊が研修会場を満たしていくかの

ように感じられ、言葉が一人一人の心の中で広がって

いき、まるで小さなシャボン玉がはじけるようにパチ

ンと小さな音をたて、参加者全員に大切な気付きを与

えている。私は会場を見ていてそんな印象を受けまし

た。お話しの全てを書くことは出来ませんので、講演

の内容を、先生の約50年の实績の中から話されたいく

つかのキーワードを元にご紹介します。 

消えていった塾 
 昭和40,50年代にあった塾でも大きくなってから潰れ

ていった塾は多くある。その多くが、塾生に対しても

保護者に対しても威張っていた塾、規模を広げること

で金儲けに走った塾である。 

塾という職業 
 開塾された当時は自分の職業を「塾」とは言えな

かったそうです。それから、10年たった昭和50年代に

入ってやっと言えるようになった。つまり、社会的に

認知されるようになったと感じられ、と同時に社会的

な責任が生じたことを实感されたそうです。そして、

やがて近年「塾産業」という言葉が使われるように

なったことで、塾は社会に認知されると同時に日本と

いう国家の教育の一端を担っていることを自覚しなけ

ればならない。国を良くするには学校の先生も良くな

らなくてはならない。でも、それ以上に塾の先生は良

くならなければならない。子ども達に教えることは、

決して自塾だけの事柄ではない。 

続けなければならいこと、変えなければならないこと 
 いくら古くても続けなければならないこと、そし

て、どんなに大切のことのようであってもあえて変え

なければならないことを見誤ってはならない。特に変

えなければならないことを見極める時が大切だと、時

を誤れば取り返しがつかなくなることを、先生自身が

弟さんに塾を譲られた経験も含め話していただきまし

た。具体的なことはそれぞれの塾で違うはずだから、

時を見、周りを見て判断し、考えるべきだ。と。 

教育の原点 

 教育は人と人との繋がりの上に成り立つものであっ

て形のあるものではない。だからこそ、教師の質こそ

が教育の質を決めるものである。さらに、その質の良

い教師がやるべき教えることの原点は「分かろうとす

る、やる気のある子どもを育てること」だとおっしゃ

いました。分かり易く教えることも大切でしょう。で

も、それ以上に大切なことは、考える子ども、学ぶ意

欲を持てる子どもを育てることだ。ちゃんと分かり易

く教えているから出来るようになるという安直な考え

は間違いであり、もし、そんな発想をしていると責任

を生徒の側に押しつけることになりかねません。 

塾の本質 

 塾生に対しては「勉強をしっかりやらせること」こ

のことに尽きる。勉強をしっかりやらせるには保護者 

私塾ネット四国エリア私塾ネット四国エリア  春の研修会春の研修会  

日時：平成22年5月9日午後１時30分～午後９時00分 場所：香川県丸亀市綾歌町 ホテルレオマの森 

瀬戸内を見下ろす絶景のリゾートに最適な研修空間が用意された。 

山口名誉会長を間に左鈴木理事長、右寺嶋エリア四国代表。 
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の協力も必要だし、勉強の習慣を身につけさせること

も必要。そして、そのことを通して人間形成も成り立

つ。しかし、それは塾生一人一人の背景まで見ていな

ければ出来ないのであって、普段から生徒、保護者と

のコミュニケーションをしっかりととり、お互いの理

解を深めておくことが大切です。また、それは塾長に

とっては講師の先生一人一人に対しても言えることで

あります。つまり、一人一人をちゃんと分かって見て

やり、無心に励ませること。また、その心理的環境も

整えること。それこそが、塾の本質であると。 

 

［無茶振り］…振り手：司会の湯口兼司先生（湯口塾） 
 事前予告なしに、山口先生の講演を受けてのコメン

トやみんなが元気の出るコメントを次々に求められま

した。そのコメントの中からいくつかを紹介させてい

ただきます。紹介できなかったたくさんの先生方ごめ

んなさい。 

・佐藤將紀先生（広島／若竹塾）：分かったような顔

をして帰る子どもを減らす努力をしている。そのため

にどうしても時間をかけたドリルの時間が必要であ

る。 

・原田真一先生（香川／啓真館）：屋号を長く残すた

めには自分の能力を超えたことをしない。地域でこれ

だという強いものがある塾は伸びている。 

・楠山敬志先生（徳島／楠山ゼミナール）：大人の学

力低下が確实に起こっている。それは、当然学校の先

生にも起こっていて、高校の数学の先生の中には公式

の成り立つ理由を教えられない先生すらいる。 

 

第2部 懇親会 
司会：近藤誠介先生（文化の森スクール） 

 音楽っていいなぁ。と思わせる懇親会でした。 

 皆さんが瀬戸の海の幸・山の幸に舌鼓を鳴らす中、

まず、近藤先生と息子さんの尺八演奏がしっとりと流

れます。たまたまですが、入浴後用に準備された作務

衣が雰囲気を盛り上げていました。次にギターと尺八

の即興コラボと続き、なんと湯口先生が吉田拓郎を２

曲ギターで弾き語りされました。まさか、こんな芸を

隠されていたとは！会場ヤンヤの拍手喝采！ 

 続いて、仲野先生をギタリストとした怪しい関東3

人組+香川のマドンナ田村先生による歌で会場の空気

が生演奏の音楽一色に染まります。この怪しい3人組

が歌もギター演奏も上手なんですね～。さらに、不肖

川口による成りきりさだまさしでギターの弾き語りと

続き、会場のそこここでギターのコードを押さえる指

使いが見受けられました。大学時代一度はギターに

触った人達ばかり何だなーと实感させられました。み

んな音楽が大好きなんですね。 

 

［ジュニアの会］午後8時～：ホテル内別室にて 
 懇親会の途中から別审にてジュニアの会が開かれま

した。互いの結婚観やら、愚痴やら、父親感やら、展

望やら…特定のテーマを決めずに様々な話がなされた

ようです。次の世代を担うジュニアの皆さんの親父さ

んを超えようとする意気込みが感じられる会でもあっ

たようで、関東から駆けつけた渡辺、柳田両先生を中

心に真剣かつ和やかな雰囲気の中、世代を受け継ぐ8

名のジュニア達は熱く語り合ったそうです。時々、心

配性の先輩がチラリとのぞきに来たそうですが…。 

 

［二次会］ 
 ソファーごとの個別分科会を開きつつも、ギターを

カラオケに換えて飲んで歌うこと3時間弱。まあ、皆

さんどこまで元気やネン。そこまで歌うのが好きか

い？！（はい、大好きです。byアラ還ブラザーズ＋ア

ラフィフティブラザーズ＋マドンナシスターズ） 

 二次会後にジュニアの会と合流してもさらなる個別

分科会は続き、完全なお開きとなったのは午前2時近 

湯口先生のサプライズに会場大喝采！能ある鷹は「ピック」を隠す。 

ジュニアの会四国・関東幹部会？楠山先生が絶賛をしております。 

和魂洋才。昭和のオジサンたちはこれくらいはやります。 
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エリア四国研修大会に参加された、徳島の楠山敬志先

生が素敵な一文をご自身のブログに発表された。許可

をいただき楠山さんのブログからその一文を抜粋、掲

載をさせていただくこととした。    （編集部） 

 

「若者はすばらしい」 
 

塾団体の会合があり、今回は香川のホテルで1泊研修となった。 

全国の塾人から尊敬を集める先生を囲んでの会議は 

淡々と時間が流れ、 

立派な先生のお人柄に集う後輩を納得させるに十分であった。 

 

今回、最も成功したと小生が確信できるのは、 

「ジュニアの会」の立ち上げであった。 

夕食を兼ねた懇親会の後 

親の世代とは別に塾の二代目達は会合を持ったのである。 

 

食事とアルコールがそこそこ入り、 

皆さんの歌声も宴たけなわの頃、トイレに立った小生は 

廊下で地元の先生が段ボール箱と格闘なさっているところに 

出くわした。 

彼女は「気配り」「心使い」が服を着たような方で、 

あらかじめ用意なさった飲み物をジュニアの会の部屋に運ぼうと 

なさっていた。 

 

せめてそれくらいはお手伝いしようと 

小生は彼らの部屋に飲み物を運ぶことにした。 

ジュニアの会に場違いの、 

親の世代のオッサンである小生が侵入したその現場で見たものは 

彼らの立派な成長ぶりであった。 

 

塾の仕事は極めて独自性、個性の強い世界である。 

立地条件はもちろん、 

それぞれの塾が目指すものでさえ異なっているのが普通である。 

彼らはその中で育ち、親の仕事の跡継ぎを人生にした者たちである。 

 

四国の親友のご子息、尊敬する先輩のご子息たちが 

真面目に議論する姿を見て、小生は驚きを覚えたのである。 

親が心配するほど、彼らは頼りなくはないのである。 

むしろ、感覚が新しい分だけ新鮮で面白いのである。 

 

息子のいない小生など、うらやましいくらいであった。 

今回の研修会の最大の成果は、 

彼らが新たな「成長を確認」できる場を獲得できたことであろう。 

さらに、彼ら自身が新たな仲間と考えるに足る友人を意識できた 

ことは、何にましても素晴らしいことであった。 

２０１０年私塾ネットセンター役員およびエリア代表一覧 

役職 氏名 塾名 所在 

名誉会長 山口 恭弘 広島教育研究会 広島県広島市 

会長 谷村 志厚 ＡＩＭ学習セミナー 千葉県松戸市 

理事長 鈴木 正之 いぶき学院 東京都品川区 

副理事長 湯口 兼司 湯口塾 香川県三豊市 

副理事長 入江 昌徳 札幌進学教室 北海道札幌市 

副理事長 関 志郎 関教育学舎 青森県むつ市 

副理事長 梶原 賢治 朝日学習館 埼玉県川口市 

副理事長 長江 勝秋 英数学院 神奈川県川崎市 

事務局長 石川 維雪 学燈塾 東京都世田谷区 

事務次長 長江 勝秋 英数学院 神奈川県川崎市 

事務次長 安藤 光 桜学習会 東京都杉並区 

会計部長 監物 一男 向学館 埼玉県さいたま市 

会計次長 竹内 康信 山吹学習会 東京都墨田区 

広報部長 大住 明敬 聖学舎 埼玉県三郷市 

広報次長 小野 昭 小野塾 香川県丸亀市 

渉外部長 佐藤 勇治 調布学園 東京都世田谷区 

渉外次長 加藤 実 綜合教育研究会 東京都荒川区 

渉外次長 桂馬 辰尚 桂馬ゼミナール 東京都足立区 

教務ネット管理部長 渡辺 浩 人間教育渡辺塾 東京都北区 

教務ネット管理次長 菅谷 隆臣 慶應受験会 アネックス  栃木県宇都宮市 

研修部長 田中 宏道 ＬＡＰＩＳ鎌ヶ谷 千葉県鎌ヶ谷市 

研修部次長 仲野 十和田 ナカジュク 東京都板橋区 

エリア交流部長 菅谷 友豊香 慶応受験会 栃木県宇都宮市 

監事 千葉 秀一 ＣＥＳ麦の芽塾 茨城県稲敷市 

監事 木村 正史 木村綜合学園 東京都杉並区 

顧問 安藤 進理 桜学習会 東京都杉並区 

顧問 平林 治 青雲塾 東京都足立区 

顧問 碇 優 碇塾 群馬県太田市 

私塾ネットエリア・代表   

役職 氏名 塾名 所在 

東北代表 畑山 篤 志学塾 青森県八戸市 

関東代表 仲野 十和田 ナカジュク 東京都板橋区 

中部代表 松本 紀行 チャレンジ学院 長野県松本市 

中国代表 佐藤 将紀 若竹塾 広島県東福山市 

四国代表 寺嶋 謙次 学習院セミナー 香川県善通寺市 

く。長距離マラソンを走り終えたような満足感とほどよ

い倦怠感を覚えつつ終了した研修会の１日でした。 

 

 いつも書くことではありますが、人と人との繋がりの

中で人は成長していくのだなと、改めて实感した研修会

でした。参加した皆さんの心に残った山口先生の言葉や

先輩の言葉は、まるで漢方薬のように尐しずつ、尐しず

つ、また、回数が増えるごとに効いてくるのかもしれま

せん。 

最後になりましたが、会場準備に携わった先生方、遠

路はるばる里帰りをしてきた従兄弟のように、気さく

に快く参加していただいた関東や広島の先生方ありが

とうございました。 

 「塾を営んでいることに誇りと責任を感じる」素直

な塾長のいる塾こそ伸びる塾である。と結ばせていた

だきます。  （(文責：私塾ネット四国 川口順次) 



2010年５月14日         全日本私塾教育ネットワーク広報                第30号 

13 

渉外部報告  渉外部部長・佐藤勇治 

 平成22年5月現在、私は75才になりますが、有難い

ことに皆様から６つの役職を頂き、結果として、毎

日ますます多忙な、そして充实した日々を送ってお

ります。月に1回、受診と薬を貰うために通院してお

りますので、身体的には万全ではありませんが、役

職に対する使命感に燃え、精神的には気を張りつめ

た状態で仕事をしております。さて、私の役職は下

記の通りです。 

（１）全日本私塾教育ネットワーク 渉外部長 

（２）NPO法人 全国教育ボランティアの会事務局長 

（３）全日本学習塾連絡会議 事務局長 

（４）『私塾・私学・企業 教育ネット要覧』 編集長 

（５）『学習塾百年の歴史－塾団体五十年史－』 編集長 

（６）株式会社 進学教审調布学園 代表取締役 

 

１ 『私塾・私学・企業 教育ネット要覧』の発行、配布 

 お陰様で、『教育ネット要覧』は、平成22年(2010)

度版で≪第10集≫となります。それ故、今年は10周

年記念誌となります。この『教育ネット要覧』の編

集、発行の仕事に、この10年間、毎年1月下旪から5

月20日の校了までと6月10日の発送、配布（B5判、約

300頁、2800冊）を含め、約6ヶ月間は、この仕事に

忙殺されています。現在、編集の仕事も大詰めに入

り、今年も例年通り、6月10日に10周年記念集を発刊

できます。また、本書発行には320万円ほどの費用が

かかりますが、そのすべてを私学、教育関連企業、

学習塾団体、学習塾の皆様が協賛広告の名目で浄財

のご寄付をして下さったので、この10年間、本書を

発刊し、配布することが出来ました。10年間で頂い

た浄財が、合計約3千2百万円になることを思えば、

本書は発行は、学習塾関連業界の圧倒的ご支援の賜

物であると痛感し、心から感謝申し上げます。 
 

２ 「学習塾百年の歴史－塾団体五十年史－」 

  第9回 編集委員会報告 

 3月14日(日)、調布市市民プラザ「あくろす」3階研

修审２（13：00－15：00）、和审（15：00－17：

00）において、第9回 編集委員会を開催致しまし

た。本書の発行については、前号（広報 第29号）

で概要を説明させて頂きましたので、今回は、委員

会での変更事項・編集委員23名のお名前と当日の写

真1枚のみ掲載させて頂きます。 

（１）本書の題名を「学習塾百年の歴史－塾団体五

十年史」とする。 

（２）本書を後世に残す歴史書とするため、協賛広

告は掲載しない。従って広告の頁はなしです。 

 それ故、費用はすべて個人の浄財（寄付金）のみ

とする。 
 

（３）目次の順序を変更した。 

（４）平成22年3月14日現在の編集委員は下記の23名

です。（敬称略、当日の出席者＝19名） 

中嶋浩一、佐藤勇治、菅谷友豊香、小宮山博仁、小

林弘典、渡部 稔、谷村志厚、皆倉宠之、坂田義

勝、松田邦道、安藤進理、岡田保雄、加藤实、吉田

重美、佐藤由美子、菅谷隆臣、須永勇次郎、久保圭

太、平林一之、筒井勝美、河浜一也、須原秀和、

ジュリアン・デュルケス 

３ 2月～5月に渉外部長 佐藤勇治が出席した会合 

（１）2月28日(日)  

  埼玉県私塾協同組合「2010 ＳＳＫ私塾セミナー」 

（２）3月11日(木)  

  厚木ゼミナール45周年記念 科学講演会 

  講師：国立天文台情報センター長 理学博士   

  渡部潤一氏 

（３）3月12日(金) 

  私塾ネット関東 第54回 定例会／第39回 定例 

  研修会 千葉県柏市「創学舎」本部 

（４）3月14日(日)  

  「学習塾百年の歴史」第9回 編集委員会 
 

（５）4月 4 日(日)  

  全国私塾情報センター主催 第16回「全国縦断 

  学力コンクール学習セミナー2010」 

  で「学習塾百年の歴史」のご紹介をさせて頂く 

  （学研本社、佐藤、菅谷出席） 

（６）4月11日(日) 

  青雲塾創立50周年・平林 治先生ご夫妻慰労会 

  （浅草ビューホテル） 

（７）4月25日(日) 

  私塾ネット主催 全国塾長・職員研修大会 in 八 

  戸（青森県八戸グランドホテル） 

（８）5月16日(日) 

  NPO法人 全国教育ボランティアの会  

  第11回 定例総会（調布市市民プラザ「あくろす」） 

 

 

３月１４日の第９回編集委員会に出席をされた編集員の皆さん 
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会員の皆様には、日頃よりいろいろとご協力いた

だきありがとうございます。今年度も賛助会員の

方々と各エリアのご協力を得て、会計部を担当して

まいりたいと思っております。どうぞ宜しくお願い

申しあげます。 

さて、早速ですが22年度もセンター会費の徴収を

行っております。つきましては、各エリアごとに、

センター会費を集めさせていただきたいと思いま

す。詳細は、エリア代表ないしはエリア会計担当に

お問い合わせください。 

エリア代表者 

エリア東北 畑山篤（志学舎） 

エリア関東 仲野十和田（ナカジュク） 

エリア中国 佐藤将紀（若竹塾） 

エリア四国 寺嶋謙次（学習院セミナー） 

又、北海道、エリア東北（青森以外）、エリア中部、

エリア近畿、エリア九州に於きましては、センター会

計部より、直接会費を集めさせていただいておりま

す。後日、個別にご案内をお届けいたしますので、ご

確認ください。 

尚、詳細やご不明な点は、センター会計部 監物一

男（048-688-6903 向学館内）までお問い合わせくだ

さい。 

【郵便振替でご送金の場合】 

 以下の郵便口座までご送金ください。 

 （口座番号）０２３０－６－００６８８２０ 

 （口座名義）全日本私塾教育ネットワーク 

【銀行振替でご送金の場合】 

埼玉りそな銀行 七里支店  

普通預金  ４４１３３１６ 

（口座名義）私塾ネット 会計部長 監物一男 

以上、よろしくお願い申しあげます。 

会計部報告  会計部部長・監物一男 

 広ひろば場  このページは会員の皆さんの投稿で作るページです。原稿は編集の谷村 shikot@aim-net.co.jpまで。 
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い
。
核
兵
器

の
恐
ろ
し
さ
は
永
久
に
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
。
」 ジ

ャ
ン
ボ
ー
ル
・
サ
ル
ト
ル
氏 

「
こ
の
廃
墟
は
、
あ
の
殺
り
く
が
決
し

て
二
度
と
起
こ
ら
な
い
た
め
に
、
み
ん

な
が
生
き
且
つ
戦
う
我
々
の
意
思
の
あ

か
し
で
あ
る
。
」 

ロ
ー
マ
法
王 

ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世 

「
過
去
を
振
り
返
る
こ
と
は
将
来
に
対

す
る
責
任
を
担
う
こ
と
で
す
。
広
島
市

は
最
初
の
核
爆
撃
の
記
憶
を
呼
び
起
こ

す
遺
物
が
平
和
を
作
る
た
め
の
記
念
碑

と
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
賢
明
な
決
断

に
対
し
心
か
ら
敬
意
を
表
し
称
賛
せ
ず

に
は
お
ら
れ
ま
せ
ん
。
」 

旧
ソ
連
大
統
領 

ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
氏 

「
す
べ
て
の
核
保
有
国
は
核
実
験
禁
止

を
声
明
す
べ
き
だ
。
核
兵
器
削
減
交
渉

を
さ
ら
に
続
け
、
全
廃
に
持
ち
込
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」 

女
優 

吉
永
小
百
合 

「
地
面
の
下
か
ら
原
爆
で
倒
れ
た
人
た

ち
の
声
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
な
言
い

表
せ
な
い
、
胸
が
締
め
付
け
ら
れ
る
緊

張
感
が
あ
り
ま
し
た
。
」 

日
本
画
家 

平
山 

郁
夫
氏 

「
広
島
県
か
ら
原
爆
ド
ー
ム
と
厳
島
神
社
が
一
挙
に
世
界
遺
産
に

登
録
さ
れ
た
。
人
類
史
上
初
の
被
爆
の
あ
か
し
で
あ
る
ド
ー
ム

が
、
今
後
は
二
度
と
核
を
使
用
し
な
い
と
い
う
決
意
の
象
徴
と
し

て
世
界
に
発
信
す
る
意
義
は
非
常
に
大
き
い
。
」 

 

 
 

誌
上
句
会 

 

第
三
回 

 
 

 
 

選
者 

梶
原
賢
治
（
私
塾
ネ
ッ
ト
副
理
事
長
） 

  
  

滔
々
と 

北
上
川
の 

雪
解
か
な
（
谷
村
） 

 
 

青
天
へ 

背
丈
を
競
う 

葱
坊
主
（
谷
村
） 

 
 

光
景
を
想
像
す
る
と
、
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
の
背
伸
び
が
浮
か
ん 

 
 

 

で
き
ま
す
。
背
伸
び
し
て
何
を
見
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

   
 

ゆ
く
春
の 

日
暮
れ
の
中
に 

孫
の
声
（
石
田
） 

 
 

春
惜
し
む 

帝
釈
天
の 

人
の
声
（
石
田
） 

 
 

時
よ
と
ま
れ
、
長
閑
で
平
和 

 
 

 

な
日
々
、
い
つ
ま
で
も
続
く 

 
 

 

と
い
い
で
す
ね
。 

        
 

ス
パ
イ
ク
の 

音
涼
し
け
り 

村
球
場
（
梶
原
） 

 
 

雨
あ
が
り 

天
と
地
に
あ
る 

白
き
雲
（
梶
原
） 

  

編
集
部
か
ら
お
願
い 

句
会
へ
の
投
句
を
お
願
い
し
ま
す
。
次
号
は
７
月
末
発
刊
で
す
の
で
、
夏
の
季

語
で
、
お
一
人
四
句
ま
で
と
し
ま
す
。
投
稿
は
メ
ー
ルsh

iko
t@

aim
-
ne

t.c
o
.jo

 
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ04

7-
36

8-
21

89
 

谷
村
宛
、
締
切
は
７
月
１
０
日
で
す
。 

 

（写真提供：石田） 
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 連休前から一気に初夏を思わせる気候になりまし

たが、皆様にはお変わりなくお過ごしでしょうか？ 

 前回ご報告したＡＪＣの人材育成事業ですが、な

んとか大きな問題もなく進めることができておりま

す。この職業訓練は失業中の方を対象に行っていま

すが、暗い雰囲気にならず、生徒さんの間で「協力

して助け合っていこう」というムードができている

のが大変ありがたく、皆さんそれぞれに様々な問題

を抱えつつも頑張って通っていらっしゃいます。 

鬱病の方、パニック障害の方、今の日本の縮図を

見ているように思います。 

 「会社が倒産」→「なかなか再就職できない」→

「精神的に参ってしまい病気になる」といった連鎖

の方が多く、就職できないのはご本人の事由に依ら

ない部分が大きいです。 

日本経済が停滞を続け、实質失業率が１０％を超

えるようになるのも現实味を帯びてきている中、今

の子供たちに責任ある未来を残すことが教育の使命

とすれば、未来にかかわる様々なことに我々は責任

を持たなければならないのではないでしょうか。 

さて、話はガラッと変わって八戸で行われた全国

研修大会のオプション企画である「あさぐる」のお

話をしたいと思います。 

 「あさぐる」とは「朝のグルメツアー」の省略

で、早朝の朝市を覗くツアーでした。 

 日曜日の午前５時５０分にホテルのロビーに集

合。当初は参加者１５名の予定でしたが、前の晩の

後遺症で６名が離脱。参加者は９名でした。 

 ９名を乗せたマイクロバス（乗り合いタクシー）

で、朝市が行われている陸奥湊の岸壁に向かいま

す。１５分くらいで到着。いやはやすごい人出！マ

イクロバスの運転手に「１時間で」と言われて市を

見物し始めましたが、規模がとても大きい！結局１

時間で回れたのは市の半分くらいでした。食べ物だ

けでなく、雑貨やはては車まで出品されています。 

 私は大住先生、監物先生、守屋先生（協賛：東大

ゼミナール）と一緒に、ウニご飯と煎餅汁を３５０

円で堪能、その後、朝湯につかり帰りました。爽快

な一日の始まりでした。 

 みなさんも八戸へお越しの際は、「あさぐる」

を、ぜひ味わってみてください。  

（センター事務局 石川維雪）  

私塾ネットセンター 事務局通信 

閑話休題       編集長 谷村志厚 
本号は研修大会の記事満載である。私塾ネット年に一度の全国研

修大会であり、初めてのエリア開催とあってその意義は大きい。今

回の開催に当たっては、

地元八戸の畑山さんにお

んぶにだっことなった。ここ

に至る経緯には様々な山

谷があったが、大成功裏

に終わり関係各位のご努

力にあらためて感謝申し

上げたい。さて、左のポス

ターはこの日のために畑

山さんの友人がデザインさ

れたものだ。水中に漂う一

枚の青葉をモチーフに、

「個」へのアプローチを示

唆している。清涼感あふれ

る色づかいで、看板・プロ

グラム・名札とさまざまな物

に印刷され参加者の目を

ひいた。カラーでお見せし

たくてあえてこの欄に掲載

をした。 15 

フォート・ほっとコラム 
忍  ＜辛いことを持ちこたえる＞ 

去年の春に庭の片隅に咲いたさくら草が咲き終え残して

いった種から、今年もまた小さな芽が出てきました。 

その芽は冬の寒さにも負けず、頭に白い雪をかぶっても

耐えながら日一日と力強く成長しいきました。 

春が近づいて暖かい日が何日か続くと、待っていたかの

ようにその花は薄紅色のかわいい花を次々と咲かせ、庭を

華やかに彩ってくれました。 

いまもこの桜に似た可憐な花は垣根のそばで耐えてきたも

のにしか出せない輝きを持って、暖かい日差しの下、名残り

の春を楽しむかのように美しく咲き誇っています。 

＜さくら草＞ 

やさしいい光が垣根に降りて  静かに眠る小さな花に 

そっと頬寄せ口づけをして    「春が来たよ」と告げました 

幼い花は澄んだ目をして     ほんのり頬を染めました 

薄紅色したさくら草が       庭の片隅に小さな春を 

咲かせて私にそっと告げた    私にも春が来ることを 

小指に絡んだ赤い糸を      結んでくれる恋の予感 

 

「忍」 厳しい冬の時期を我慢して乗り切って美しい花は咲

くんだね。   （文＆写真：城忠道・エリア中国・芸城学院） 

忍 －辛いことを持ちこたえるー 
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賛助会員一覧(順不同) 東京女子学園              実吉 幹夫先生   

東京都港区芝4-1-30             ℡03-3451-6523 

駒込中学高等学校            河合 孝允先生     

東京都文京区千駄木5-6-25       ℡03-3828-4141 

愛国中学高等学校            高橋 英夫先生  

東京都江戸川区西小岩5-7-1      ℡03-3658-4111 

日本橋女学館中学高等学校    羽田野 敦先生 

東京都中央区日本橋馬喰町2-7-6  ℡03-3662-2507 

安田学園中学高等学校      福谷 隆芳先生 

東京都墨田区横綱2-2-25         ℡03-3624-2666 

多摩大学目黒中学高等学校     福本 明男先生 

東京都目黒区下目黒4-10-24      ℡03-3714-2661 

科学技術学園高等学校      船津 和良先生 

東京都世田谷区成城1-11-1     ℡03-5494-7711 

日本音楽高等学校        中野 道代先生 

東京都品川区豊町2-16-12     ℡03-3786-1711 

立正中学高等学校        今田 正利先生 

東京都品川区大崎4-2-16      ℡03-3492-4416 

上野学園中学高等学校      高橋公美子先生 

東京都台東区東上野4-24-12    ℡03-3842-1021 

二松学舎大学付属高等学校   舘野 宏 先生 

東京都千代田区九段南2-1-32    ℡03-3261-9288 

村田女子高等学校 

村田学園小石川女子中学校    武 雅祐先生 

東京都文京区本駒込2-29-1     ℡03-5940-4187 

自由学園（中等部・高等部）  椚田 結子先生 

東京都東久留米市学園町1-8-15  ℡042-422-3111 

帝京中学高等学校       大谷 幸男先生 

東京都板橋区稲荷台27-1     ℡03-3963-4711 

京華学園           今野 巌 先生 

東京都文京区白山5-6-5      ℡03-3941-6493 

千代田女学園         菅原 俊軌先生 

東京都千代田区四番町11     ℡03-3263-6551 

日出中学高等学校       寺本 郁夫先生 

東京都目黒区目黒1-6-15     ℡03-3492-3388 

目黒学院中学校        高山 松三先生 

東京都目黒区中目黒1-1-50    ℡03-3711-6556 

共栄学園中学高等学校     伊藤 裕先生 

東京都お花茶屋2-6-1      ℡03-3601-7136 

仙台育英学園高等学校     相良 信恵先生 

宮城県仙台市宮城野区宮城野2-4-1℡022-293-1125 

北海道芸術高等学校      鈴木 康弘先生 

東京都豊島区池袋2-78-10     ℡03-5979-9095                       

(株)創開コミュニティー     小林 和光様   

千葉県柏市柏2-7-22-202      ℡04-7164-6511 

ギガビジョン株式会社       櫻井 淳二様  

東京都千代田区九段北1-4-5    ℡03-3237-5861 

ドラゴンフィールド㈱     和田 功様 

東京都千代田区神田錦町3-23   ℡03-5282-3174 

関東国際高等学校        村山ｻﾝﾄﾞﾗｰ先生 

東京都渋谷区本町3-2-2      ℡03-3376-2244 

江戸川学園取手中学高等学校   竹澤 賢司先生 

茨城県取手市西1-37-1       ℡0297-74-8771 

十文字中学高等学校           夘木 幸男先生 

東京都豊島区北大塚1-10-33     ℡03-3918-0511 

東洋高等学校               野間 一夫先生  

東京都千代田区三崎町1-4-16    ℡03-3291-3824 

桜丘中学高等学校             品田 健 先生  

東京都北区滝野川1-51-12       ℡03-3910-6161 

聖徳大学附属中高等学校       川並 芳純先生 

千葉県松戸市秋山600           ℡047-392-8111 

麹町学園女子中高等学校       大野 博人先生  

東京都千代田区麹町3-8      ℡03-3263-3014 

春日部共栄中学              宇野 禎弘先生   

埼玉県春日部市上大増新田213   ℡048-737-7611 

大成高等学校                 森   保  先生      

東京都三鷹市上連雀6-7-5       ℡0422-43-3196 

東京学園高等学校             須藤 勉  先生   

東京都目黒区下目黒6-12-25     ℡03-3711-6641 

東京立正中学高等学校         藤井 教戒先生  

東京都杉並区堀ノ内2-41-15     ℡03-3312-1111 

八雲学園中学高等学校       横山 孝治先生 

東京都目黒区八雲 2-14-1      ℡03-3717-1196 

関東第一高等学校             副田 康孝先生   

東京都江戸川区松島2-10-11     ℡03-3653-1541 

武蔵野中学高等学校           丹野 秀彦先生 

東京都北区西ヶ原4-56-20       ℡03-3910-0151 

神田女学園中学高等学校      

東京都千代田区猿楽町2-3-6   ℡03-3291-2447 

和洋国府台女子中学高等学校   太田陽太郎先生 

千葉県市川市国分4-20-1     ℡047-371-1120 

東京文化中学高等学校     上前 善勝先生 

東京都中野区本町6-38-1     ℡03-3381-0196 

文京学院大学女子中学高等学校 嶋田 栄司先生 

東京都文京区本駒込6-18-3    ℡03-3946-5301 

京北学園中学高等学校         実方 隆志先生 

東京都文京区白山5-28-25    ℡03-3941-6253 

大森学園高等学校            矢部 一紀先生 

東京都大田区大森3-2-12        ℡03-3762-7336 

東京成徳大学中学高等学校    増澤 文徳先生 

東京都北区豊島8-26-9      ℡03-3911-2786 

日本工業大学駒場中学高等学校 河村 文夫先生 

東京都目黒区駒場1-35-32     ℡03-3467-2130  

青稜中学高等学校             笠松 芳幸先生 

東京都品川区二葉1-6-6          ℡03-3782-1502 


